
  

虹だより 
令和 7 年 度虹のこころ保育園 

新入園児の泣き声も例年に比べ、あっという間に消えていきました。 

気温差が激しかった４月も体調を崩すお子さんは目立たず、順調に慣ら

し保育ができたことはうれしい限りです。在園児の「いっしょにあそぼ！」

の声掛けなど、優しさも伝わっていました。 

これからの保育内容では、気候が変化したことから、水遊びの時期を少

し早めて、外で楽しむ時間を作ろうと思っています。いろいろと準備をし

ていただくことが増えますが、よろしくお願いします。 

５月予定 

１日(木) こどもの日会 

14 日(水) かるがも相談室 

【在園児保護者対象 14:00∼17:30】 

29 日(木) 誕生会 

30 日(金) 避難訓練 

31 日(土) お弁当持参日 

クラス懇談会 

新型コロナウイルス感染症拡大により見

合わせていたクラス懇談会を今年度より復

活することになりました。 

短い時間ですが、クラスの保護者の方と顔

を合わせる絶好の機会ですのでご参加をお

待ちしています。 

詳細は後日お知らせします。次回は 2 月を

予定しています。(年間行事予定に記載) 

※すみれ組は入園時に行いましたので6月

の懇談会はありません。 5 月教室 

体操…9、16、23、30 日 

英語… 13、20、27 日 

音楽… 20、27 日 

抱っこひも 

赤ちゃん落下に注意 

ベビーキャリアと呼ばれる抱っこひもから、赤ちゃんがすりぬけて

落ち、重いけがを負う事故が後を絶たないとして、国民生活センター

が注意を呼びかけている。 

抱っこひもでの子どもの落下事故では 91％が０歳児で、特に３カ月

以下 46％と、月齢の低い赤ちゃんが多く、使用状況では着用中が 7 割

を占め特に抱っこひもから子どもがすり抜けたことによる落下が最も

多かった。 

同センターが行った商品テストでは、抱っこひもを緩めて装着した

場合、体とのすき間が大きくなった。前かがみになったときなど姿勢

によっては子どもの体が容易にすり抜ける危険性が高いとみられる。 

服装が変わったり、使う人が変わったりした時はその都度調整し、

着用中は腰を曲げて前かがみになる姿勢はとらず、子どもを手で支え

ながら膝を曲げてしゃがむことが大切という。 

 

頭部などに重いけがが 37 件 

国民生活センター「正しく装着を」 

２０２５．４．９(水)朝日新聞から抜粋 

第一回みどりが丘小学校見守り会議  令和７年 4 月 23 日 

みどりが丘小の校長、教頭が進行役として、スクールガード・保護者会長等・校外委

員・・民生委員・八千代市警察・地域の企業の方(旗振りをしてくれています)・近隣の

保育園、幼保園園長が参加しています。 

今回は虹のこころ保育園東側交差点の話題が上がり、今年は登校時に約８００人の

生徒が横断しているそうです。児童が増えているのに旗振りの方が減っていて、児童の

安全面で不安があるとのことでした。 

また、保育園の保護者の方が信号機のないところを横断していることを指摘されて

いますので、どうぞ、子どもたちに大人が背中を見せるように、協力をしていただける

ようお願いします。 

保育園の前や交差点で見守りをするようにしました。面識のない子どもたちや卒園

した子どもたちが元気に手を振ってくれることがとてもうれしく感じています。 

クラスだよりの変更について 

今年度よりドキュメンテーションを毎月階

段脇に貼り出し、保育を目で観ていただける

ようにしました。 

クラスだよりは３カ月に一度、配信させて

いただきます。 


